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仏教ソグド語断片研究（II）

吉　田 鼠

は　じ　め　に

　筆者は今から25年前に，Notes　on　Buddhist　Sogdian　textsというタイトルの論文を発表し

たことがある［Yoshida　1986］。そこでは当時すでに発表されていたトルファン出土の仏教

ソグド語の断片3点について原典を比定し，あらたにテキストを提出し，翻訳を行った。本

稿はいわばそのつづきで，3点の仏教ソグド語の断片を扱う。その内の2点は既に発表され

ている。

　最近になって，いくらか新しい資料が主に中国で発見されてはいるが，それでもやはりソ

グド語研究の主流は，20世紀の初めにヨーロッパに将来された資料の研究であることに変

わりはない。わけても仏教ソグド語の写本で，20晶出初頭以降に発見されたものはほんの

わずかしかない。筆者が把握しているのは1980－81年に行われたべゼクリクの発掘で発兇さ

れた感恩点の断片だけである1＞。そしてこれまでの研究により，ロンドン，パリ，サンクト

ペテルブルクおよび京都に保管されたテキストはほぼ全点が発表されている。このような状

況では，仏教ソグド語文献の研究はもっぱら，既に発表されたテキストの再研究と，ベルリ

ンに保管された未発表の断片の研究ということになる。とりわけ今後重要となるのは，ベル

リンの未発表の断片類である。さいわい写真はインターネット上で公開されているから，誰

でも研究することができるようになった。現在はTurfanforschungのCh、　Reck博士が仏教

ソグド語写本の悉皆カタログを作成申であり，それが完成すればさらに研究の便宜が与えら

れることになる。筆者自身は，写真の公開以前から何度かベルリンに赴き写本を調査してい

たが，仏教文献を含むソグド語文書全点の写真が公開された後は，それらから仏教文献を選

び出し文字転写をした上で初歩的な研究を行ってきた。2007年から2008年にかけて発表し

た2本の論文はそのときの成果である［吉田2007；Yoshida　2008〕。

　これら未研究の断片の研究環境は近年になって大きく変化した。それは『大正大蔵経』の

電子テキストが利用できるようになったことで，原典の比定は以前に比べてずっと容易に

なった。このようにしてわずかな断片とは言えいろいろなテキストの原典が解明されること

により，ソグド人が信仰していた仏教の広がりを以前よりもさらに深く知ることができるよ

1）　それらは吐魯番地区文物局2000：283－295で発表した。
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うになってきた。本稿は電子テキストの検索により原典が明らかになった断片についての報

告である。これらのうち，片面にブラーフミー文字でサンスクリットとトカラ語を表記した

資料などは，トルファンにおける多野語社会や，ソグド語爾との前後関係など，文化史的に

みても極めて貴：重な史料である。

I　SH：T　IX　2348　『佛説大輪金剛総持陀羅尼経』

　これは4，8　x　7　cmの断片で，片鷹にサンスクリットとトカラ語Bの仏典が北道のブラー

フミー文字Alphabet　uの書体で書かれている。ドイツのトルファン探検隊がセンギムで発

寄したものだという［Wille＆Bechert　2004：！8！］。片百は楷書体のソグド文字で書かれた

ソグド語仏典である。おそらくソグド語颪が本来の表面で，後にこの仏典が廃棄されその紙

背を利用して梵語とトカラ語の仏典を書写したものと考えられる2）。筆者は2008年8月4

日にReck博士から写真を送っていただき内容の比定を依頼された。3行を残す小断片であ

るがr楷書体なので文字の読みは容易である。すでにReck博士が転写したテキストがあり

それも送って下さった。テキストは以下の通りである。参考のために，行間に残された語句

の訳を与えておく。

1　［

2　［

3　［

　　　］n　trzmn　（y）h　zy8n　［

　　　　時ならぬ電

　　　3’pw　z’rゾゼpw［

　　　無慈悲で無

　　］p’6y　’skwy　rty　S（y）　［

足で（立って）いる。そして彼に

］

］

］

『大正大蔵繊の電子テキストで，「非時⊥「電」，ヂ無慈悲」，「足」をキーワードとして検：索

すると，il大正j　no．1230『北嶺大輪金剛総持陀羅尼経」の以下の箇所（vo1．21，　p．165b2－6）

がヒットし，キーワードどうしは比較的に近接して現れている3）：

2）　むろん表裏の関係はその逆という可能性もある。ただ，血煙で見つかったソグド語仏典の巻子

　本で見る隈り，もう一方の面に漢文テキストが書かれている場合，乱雑な草書体で書かれており，

　擁外なくソグド語面が表であると判断できる。ここでも購じことが器えるであろう。実際梵語面

　を研究しているK．Willeもそのように判断している。

3）　p’6y’skwyはこれだけならヂ：立っている（3入称単数希求法）」と解釈されるがTソグド語の訳

　者が対応する漢文をどのように理解していたのかよく分からない。なお本稿では，『大正大蔵纏

　のテキストを引胴するにあたって大弓経テキストデータベース研究会が制作した電子データを利

　比した。
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一切回魅盤道。更將魔師興雲致雨。非時下

等電損一切苗稼。復讐貯平伏。於天下行

病殺害衆生。恒將爲業無慈悲心。復有雑類

鬼神知人精氣。無量無邊有形無形。有手無

手持足無足。不雷門來來而作言者。

またこのような対応を示す仏典はこれ以外には見つからない。残されているのはわずかな語

句なので，いくらか不安は残るが，この断片を当該の漢文仏典からソグド語訳されたテキス

トの断簡と判断することは許されるであろう。大塚伸夫によればこの仏典の訳看と訳出年

代は不明であるという。また一説には金剛智（67！－741）の訳ともされるという［鎌田ほか

1998：342］。おおよその訳出年代は推定できる。ソグド語訳された仏典の中には，この種の

雑密経典は何種類か知られているので，そのようなジャンルのソグド語訳仏典が存在するこ

とはなんら不思議ではない4＞。実際にブラーフミー・文字で陀羅尼を書き，そこにソグド語で

説明を加えた仏典がやはりドイツのコレクションのなかにある。これはトヨタで出土した断

片群SHT　no，2057（T　20！6（T　II　Toyoq））で，ブラーフミー文字はGilgit／Bamiyanタイプ

IIであり，通常の北道の文字とは異なることは注目される5）。あきらかに北道の説一切有部

とは異なる仏教信仰の伝統の所産である。

1［　『大乗浬通経』（北本）のソグド語訳の断片：L58

　サンクトペテルブルグのロシア科学アカデミー東洋写本研究所が保管するトルファン出土

のソグド語文書は，かつてA．N．　Ragozaがテキストとロシア語訳を発表した［RagOza

1980］。その後そこに含まれた仏教ソグド語の断片のいくつかは原典が解明された［吉田

！995：97－103］。最近になってさらにL58の原典を比定することができた。まずし58のテキ

ストを提出する。これも！3，5　x　8，2　cmの小さな断片で，わずかに残された5行も両端を欠

いている：

1　［ ］　（rty）ms　Syr’nk’r”　ZK　Byz’k　xya　prw（y6）　［’k？ ］

4）　この点についてはYeshida　2009aの特にpp．292－296を参照せよ。

5）淺4で言及したソグド語仏典の解説を筆者が執筆した1997年当時には知られていなかったので，

　この文献については紹介していない。この資料についてはWille＆Bechert　2004のpp．72－78に記

　述がある。ソグド語のテキストもReckが転写している。筆者もReck博士のご厚意により文書の

　写影を見ることができたが，草書体で書かれており容易に内容は理解できなかった。そのうちの

　1点（断片e）ではReckは’y良cyhγr’nw　ny§’yと読むが，実際には’yncyh　7r’yw　ny§’y　r女の身体

　を断じるべし」と読むべきであろう。これはこの陀羅尼を読むことによって得られる効果であろ

　うか。
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2
り
Q
4
5

［　　xy］δ’nβhピpZYkδzy”m’xyδ’（xw6’yt）［

［Syr’nk’r］”　’my’m’nty　pwst’k　cntr　ZK　3yz’k　xy　（6）　［

［　　　’］（P）ZY　ZK：こ’］　nβ’nt　xyδ　’rt’wspゾPZY　ZK［

［　　　　　　　きyr’nk’〕r”ZK［βyz］ぐ）kxy（δ）［

］
3
3
3この部分に対応するのは『大般鉱業経』（『大亙E』no．374，　vO1．12，　p．　588a2一・5）である。ここ

でも『大正大蔵経』のテキストを引用し，ソグド語に対応している部分に下線を施すことに

する。

　　蒔是名盤増。復次善男子。根即是求旧知是

　　因用並塩増。善男子。是経中根即是赤道。因

　　郎修道。増者即是無調道也。復次善男子。

　　根即正配隣即方便麟。從是二圏獲得果

漢文原典を参考にしながらソグド語の残された部分を翻訳してみよう。

「……そしてまた善男子よ，根はすなわち求めること［であり，得ることは3すなわち

因である。そしてもし支出するなら，それはすなわち増える（ことである。（？））善男

子よ。この経典の中では根はすなわち［道を見ることである。〕そして因はすなわち修

行である。そして［…］善男子よ，根はすなわち……」

残された部分で注釈を要するような形式があるとすれば2行目のzジm’であろう。これは，

動詞zy’m「費やす，支出する」の活用形である6）。同じ語尾を伴う類似の用例がいくつも

見つかっており，従来は2人称単数の接続法形と見なされてきたがt2人称単数は文脈から

期待されない。3人称単数の接続法ないしは指令法（injunctive＞と兇なすことができよう7）。

　ところで，『大壷浬繋経』のソグド語訳には既に3種類の写本が知られている。どれもト

ルファン出土である。一つはベルリンにある巻子本の2断片（So！4851およびSo　14865）

である。これはMUIler＆Lentzが1934：550－556において発表しているが，そこで既にSo

14851がド大正』vo1．！2，　p．585b6－c4に対応することが指摘されていた。ただこの時点では

未比定であった小断片So　14865のほうは，後に百済康義氏によってp．467a14－15に御定さ

れた。もう一つは京都大学が所蔵する，平文iff蔵の写本でやはり巻子本の断片である。こち

らは筆者が比定したがp．456b4－9に対応する［吉瀟1994a］。そして最後にベルリンと龍谷

大学に分蔵される短行貝葉の写本群がある。これはまだ全体のごく一部しか発表されていな

6）　ちなみにRagozaは琵y”mレと読んでkon6il「終えた」と翻訳し，来完了形であるとしている。

　原典のf用」に対精しているので，彼女の読みと解釈は改められる。

7）　この種の形式については拙稿Yoshiδa　2009b：281－293を参照されたい。
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いが，非常に多くの断片が知られていて，故百済康義とW．　Sunderixiannによる共同研究が

予定されていた8）。今圓比定したL58をこれら3つの写本と比較すると，その書体はSO

14851，　So　！4865に非常によく似ており，同じ写本の離れだと推定される。一つの写本がベル

リンとサンクトペテルブルグに分かれて所蔵されている例は少なくない。仏典では，『摩詞

般若波羅蜜経（T．T，223）』の巻子本写本断片L11とベルリンのK：48（㎜SO　20248）が接合す

ることが指摘されているし，『僧伽画師』の長行翼葉写本がやはりベルリンとサンクトペテ

ルブルグに分蔵されている9）。したがってこの推定にはなんら問題がない。

皿　『六十華厳』のソグド語訳：PelliOt　sogdien　20

　ソグド語仏典に『華厳経暑の翻訳があることは以前に筆者が指摘していた。サンクトペテ

ルブルグに保管されているL51がそれである［Yoshida！986：517－518］。ただこの写本は葬

常にユニークで，「入法界撮」のストーリーの空軍だけを記したいわば極度のダイジェスト

版で，類似の性格を持つソグド語仏典は飽に知られていない。知られている漢訳と姥幽する

と『大正大蔵経』no，279，すなわち『八十華厳』と最もよく一一致するので，これに基づいた

翻案であった可能性が高いと指摘した。この写本はトルファン出土であるが，最近になって

パリの国立図書館に保管されているP．Pelliot将来の敦燵写本のなかにtもう！点曄厳経』

の翻訳があることが分かった。

　Pelliot　sogdien　20は24　cm　x　25，5　cmの巻子本の断片で，　Benvenisteが1940a二15H52に

おいてテキストとフランス語訳を提出している。これと同じ年にBenvenisteは写真版も発

表していた［Benveniste　1940b］。現在はInternational　Dunhuang　Projectのサイトでより鮮

明な画像をみることもできる。ただ彼は，全体の内容を非常によく把握していたにもかかわ

らず，これが樺厳綴からの翻訳であることには気がついていなかった。実際テキストは

構書体で書かれており文字の読みに問題はなく，ソグド語訳も流ちょうで非常に分かりやす

い。下に行間に逐語訳を添えたテキストを提出する。なお，巳本語に翻訳しにくい接続詞な

どには英訳を添えた。

1　［　］（p．．．k）　’xwg’yt　py’m（t）　［rty　m’y6　S］yr’nk’ry（sic）

　　　　　　　　　　　　　　　　　増やす　癒す　　ちょうど　善男子

2　（’YKZY　’）rwr　lwi　yg’k　’sty　”rr’np’　n’m　rtyk6　cymy6　’rwryh　pr　CXEfR｝｛　’Ra’w’y

　　　as　　　薬・草　　　あるNN　　名鵡もし　この　薬から　　身体　　塗るopt．

8）　この写本について解説する代わりに，百済の死後に発衷された最近の研究SL臓dermann　2008；

　do．　2010を紹介しておく。

9）前者に関しては，Kudara＆SundermaRn　1988参照。後者についてはYakubovitch＆Yoshida

　2005を参照せよ。
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rty　xw　CWR｝［1　wByw　Bwt　trn　’t　’ns’7ttk　’PZY　ZK　p’zncyk　7’nt’1〈　’pw’rtt

　　　　身体　both　becomes軟　整理された　　　　心の　　悪い　離れる

rtms　’wyn　pwtystfi　mx’stB’n’k　mrtxm’1〈　ZK　pr7tnh　’yw7twncy6　KZNIl

また　　　菩薩　　　摩詞薩の　入　　　　　　相　　如是　　　　tlLus

’PZYk6　ZKw　pw6y　p’znmync　”n”Rp’　’rwrh　Byrt　rtSy　ZK　m’n　ZY　ZK

　that－if　　菩提　心の　　　NN　　薬　　得る　彼の　　心

7’r’凾浴@6’wn　zB’kcyk　Syr’krtyh　’Bz’yt　ins　m’y6　Syr’nk’y’　’YKZY

身体　with舌の　　薪行　　　増えるまたthus善男子　　as

xwnx　mrtxm’k’ky　ZK：w　ptβr’w　z’wピrwrhβyrt　rty’cw”δprm

その　人　　　who　　念　　力　　薬　得る　　what　so－ever

Srm　ptYwgt　rtgw　kS’cw　pr’wgcy　L’　wnty　ms　ZKn　pwtystB’n’k　ZY

法　　聞く　　　it　　never忘却　　　notする　また　　　菩薩の

mx’唐狽a’n’k　mrtxm’k　ZK　prmh　’yw7’wncy6　KZN｝E［　’PZY　k6　ZKw　pw6’y

摩詞薩の　人　　　　　相　　如是　　　thus　that　if　　　菩提

p’znmync　ptBr’w　’rwrh　Byrt　rty　c’wn　pwt’ySt　s’r　pt7’wgtk　6rm

心の　　　念　　薬　　得る　　　from佛pl．　　聞かれた　法

r’香f獅煤@6’rt　KZNH’PZYSw　Br’wgcy　L’wnty　rtms　m’ya　Syr’nk’r’k

常に　保持する　thus　that　それを忘却鷺otするまた　thus　善男子

’YKZY　’rwrh　’sty　ZKZY　’wpay　’sp’r7m’k　n’mt　k6　Bwt　w’？twny　mrtxiny

as　薬ある関係詞蓮華花名前であるifあるそんな人
ZKZYgy　xwrty　rtxw　’sptw　’yw　’Bgkstw　zwt　KZNH　’PZY　ZK　L’　myrty

関係詞一it食す　he　　完金に1劫　　　生きるthus　that　　not死ぬ

rtms　’wyn　pwtystB　mx’stB’n’k　m［rtxm’k　ZK　prmh　’yw7wncy6］

again　　菩薩　　　摩詞薩の人　　　　　　　楕　　勝心

KZNH’PZY　kδ　ZKw　pwδ’y　p’znmync’wp（δ）［ゾsprγm’k’rwrhβyrt　rty］

thus　that　if　　　菩撮　心の　　　蓮華　　　花　　　薬　　得る

”s’獅汲狽凾奄n）　ptsm’r　krpt’　ryzkr’i〈　（．）［　rty　m’y6］

阿僧祇　数（の）劫　憲在

Syr’nk’r’1〈　’YKZY　xwnx　mrtxm（’）　［k　’ky　ZKw　3yrt　xty］

善男子　　as　　その　　人　　　　　関係詞　　　　　　　　　　　　得る

10）Benvenisteは正しく認識できていなかったが”s’nktyは梵語のasaipkhyeyaゼ無数」からの借粥

　語である。このことを最初に指摘したのはSims－Williams＆HamikOn　1990：34であった。外国語

　の語頭の短母音［a］が，通常は長母1音を示す二つのアレフ（”）によって表現されていることに

　注意されたい。これは下で見る”rrhp’でも同じである。この点についてはSims－Williams　1981：

　357を参照せよ。
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18　k’w　gwt　gy　”S’k　L’　wynt　rns［ZKn　pwtystr3　mx’stB’n’k　mrtxm’k］

　　稗処　goes　him　anybody　not　sees　agaln　　菩薩　摩舗薩の　人

19　ZK　pr7’nh　［’yw7’wncy6　KZNH　’PZY　k6　ZKw　pw6’y　p’znrnync　］

　　　梱　　　娼是　　　　thus　that　if　　　菩提　心の

20　’r（w）［rh　Byrt　rty　］
　　薬　　　得る

翻訳

　「……を増やし癒す。善男子よ，

　身体に塗ると身体が柔軟で調子よくなり，心の悪が離れていくように，

　の入の様子もちょうどそのようで，

　そして舌の善行は増えるのである。また善男子よ，

　法を聞こうとも決してそれを忘れないように，

7

　　　　　　　　　　　　　　ちょうどAlambaという名前の薬草があり，この薬を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また菩薩摩請薩

　　　　　　　　　　　　　　　　もしも菩提心のAlamba薬を得ると，心の，身体の，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうど念力の薬を得た人はどんな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また菩薩や摩講薩の人の様子もちょうど

そのようで，菩提心の念（力）の薬を手に入れると，諸仏から聞いた法を常に保持し忘

れないのである。また善男子よ，ちょうど蓮華という名前の薬があり，もしそれを服用

する人がいればその人はまるまる一劫を生き，死なないように，菩薩鷹詞薩の［人の

様子もそのようで］，もし菩提心の蓮華こ薬を得ると，］【珂僧砥（すなわち）無数の劫の

あいだ自在と［なる。ちょうど］，善男子よ，［……の目薬（？）を得る］人は，どこに

行こうとも誰もその人を見ないように，また〔菩薩摩糠薩の入の3様子も［ちょうどそ

のようで，菩提心の……（目薬？）］薬を〔得ると……］」

対応する漢文仏典を下に引耀する。この場合いわゆる『六十華厳」（『大正』nO．278）と謬八

十華厳」（『大正』no．279）のどちらによりよく対応するかが問題になる。ちなみに前者は東

讐の佛心配陀羅（AD　418～420）の翻訳であり，後者は唐の實叉直面（AD　695～699）の訳

である。

・六十華厳（T．T。　no．278，　vo1，9，　p．777a25－b7＞

如是。誌面力故。長養一切學無學菩薩善

根。善男子。讐如藥草名阿藍婆。若用塗如

露得柔澤。意離諸悪。菩薩摩詞薩。亦復如

是。得菩提心阿藍婆藥。長身口意諸善行

業。善男子。山鼠有人得念力薬。膚所聞法

終不忘失。菩薩摩討薩。亦復如是。得菩提

心念力痴者。聞持一切佛法不忘。善男子。

讐如有藥。名田蓮華。其有前者住簿一曲。

菩薩鷹詞薩。亦復如是。服菩提心蓮華藥
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無。阿僧祇劫而得慮在。善男子。讐如有人

執繋身藥。一切衆生所不能冤。菩薩摩羅

薩。亦復如是。得菩提心浮身藥者。一切諸

豊

・ノk一卜華厳　　（T．T．　no、279，　vol．10，　P．431a23－b5＞

樹。亦復如是。以其力故。増長一切學輿無學。

及諸菩薩所有善法。善男子。筆癖有痛名阿

藍玉。玉無塗身。身丈点心緩々堪能。菩薩

摩無比。得菩提：心萬藍婆様。感応如是。令

其身心増長善法。善男子。警如有人得念力

藥。凡所聞事憶持不忘。菩薩鷹詞薩。得菩提

心念力妙藥。風鳥聞持一一切密法。皆無忘失。

善男子。懸如有爵名大蓮華。其窟訳者住壽

一劫。菩薩摩詞薩。服菩提心大蓮華藥。亦復

如是。於無数劫恩命膚在。善男子。響如有人

執野舞吾北。人喰非人悉不能見。菩薩摩請薩。

執菩提心騎形妙藥。一切諸魔不能得晃。善

両者は非常によく似ているが，ソグド語訳とつぶさに比較してみればそしてとりわけ下線

部に着目してみると，『六十華劇からの翻訳であることが分かる。このことは二つの点で

興味深い。一つはソグド語訳の訳出年代の問題である。7世紀の終わりに成立していた『八

十華厳」を翻訳していないという事実と，上で讐及したLslが『八十華厳』をベースにし

ていることとを考え合わせれば，このソグド語訳が成立した時はまだ『八十華厳蓋が存在し

ていなかったか、十分に流通していなかったことが示唆される。むろん新訳が成立しても照

訳がよく読まれるということはあり得るので，この推定はあくまでも推定である。二つ隈は，

ソグド入の！fKを引く法蔵（643－712）は，『六十華蜘によって華厳宗を大成させたとされ，

その意味で中裁のソグド人仏教徒との臨縁が深い経典であると雷えることであるID。しか

しこのソグド語訳と法蔵との関係もまた，単なる億灘でしかないことは強調しておきたい。

　上でも述べたように，このソグド語仏典には解釈上の問題や，文法上議論すべき問題はな

いi2）。唯一注霞されるのは漢訳の「無畜婆」に対応する”rrhp’である。対濾する梵語は

11）法蔵自身による翻訳の可能牲も完全には否定できないであろう。

12）　ただrtykδ　cymyδ　’rwryh　pr　CWRH　’n6’w’y「もしも身体にこの薬を塗るなら（若用塗騰）」に晃

　られる，部分格の用法は注目される。源典は対応する表現を示していないので，ヂ～から」を意昧

　する薦置詞cnn，　c’wnなどによって部分格を表現するやり方は，ソグド語に園有であったことが

　分かる。
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ratilambha阿羅底藍婆「得：喜楽」であることが知られているという13）。そうであるなら，

ソグド語形はむしろ1珂羅底藍婆の短縮形の阿藍婆のほうに基づいて作られた疑似梵語という

ことになる。筆者が以前にも論じたように，漢文三三からソグド語訳された仏典には，梵語

そのものではなく，梵語を写す必ずしも正確ではない漢字音写形をベースにした語形が兇ら

れる場合がある。阿弥陀（Amitabha，　Amitayus）を意味する”myt’や薄伽梵（baghavant）

に基づくpk’B’mはその典型的な例である14）。この語形ではまた，　rをダブらせて［1］の発

音を表記しようとしていることも注Nされる。このやり方は，［1］を表記するための補助記

号としてt文字rの下に（ソグド文字を縦書きと見なせば右横に）rを書くやり方に通ずる。

もう一つの方法は同じ画調に短いフックを添えるものだが，二つの補助記号，さらにはウイ

グル文字で典型的に見られる大きなフックとの関係はよく分かっていない。ソグド文字の補

助記号や句読点などは別に細論を要するテーマである。なお文字rをダブらせて［1］を示

す例は，地蔵菩薩の陀羅尼を音写したPelliot　sOgdien　l8（cE　Textes　sogdien，1940，　pp．

148－149）にも見られることを指摘しておきたい。

お　わ　り　に

　本稿では3点の仏教ソグド語文献の原典を比定し，テキストと翻訳を提出した。ソグド入

の仏教信仰を考える上では貴重な情報をつけ加えることができたと思う。『大正大蔵経』の

電子テキストを上手に検索すれば，非常に小さな断片でも原典を比定できる場合があるので，

今後も地遵に比定作業を続けていくべきであろう。そのためには，現在までに同定されてい

る仏典に基づいた漢語とソグド語の対照語彙の作成が急務である。これはまた漢字に精通し

た中国や田本の研究者の責務でもある。
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